
 植物の葉にインジカンが含有される生物学的意義は

食害時に昆虫類の捕食を忌避する防御応答を
引き起こすためだと考えられる

● 実際に物理的ストレスを受けた葉以外のインジカン含有量の変動について解析して

いく

● 物理的ストレス後のより細かい時間経過でのインジカン含有量の変動を調べていく

● 他のインジカンを含む植物種についても同様の結果になるのか調べていく

● 実験データの数を増やしていく

指導教官：津田学園中学校・高等学校教諭 柳田 大地

植物がもつストレスに対抗する救世主とは！？
〜タデアイ Persicaria tinctoria が受ける物理的ストレスにおけるインジカンの生成量について〜

　　　津田学園中学校･高等学校 (六年制)　

実験背景・実験方法・結果・考察・今後の展望のフォントサイズは
４５

文章のフォントサイズは３６
＊ポスターは台本ではない。
＊文章だらけにならないこと。（特に実験方法・結果・考察。）
＊特に伝えたいことは箇条書きで。

「○○が増えた」、「○○が減った」
「○○が大きくなった」、「○○が小さくなった」
これらはグラフで表す。

割合や比率を示す場合は円グラフ。
棒グラフは、各項目がどのくらいの差があるのかを確認する時
に使う。
 折れ線グラフは、日を追うごとの推移等、時系列のデータの推
移を確認する時に使う。

タデアイとはタデ科タデアイ属の一年生

植物であり、古くから藍染めの原料 とし

て利用されている。去年の実験ではサ

ンプル数が少なかったので去年より正

確性がある実験を行うことにした。

去年は昆虫による食害について研究を

行った。だが人害による実験は行って

いないので、今回は物理的ストレスの

場合の実験を行うことにした。

⑤ 今後の展望

 ① 実験背景

インジカン インドキシル インジゴ

イサチン インジルビン

加水分解 酸化

（北澤2002; 牛田ら1998）

酸
化

タデアイは昔から藍染めの原料として使われており、葉には藍色色素イン
ジゴの前駆体であるインジカンが含まれている。そのインジカンは系統を
超えて複数の植物種においても生合成が可能であり、インジカンには何ら
かの役割があると推測される。しかし南2001によるとインジカンの存在意
義については未だ明らかになっていない。また、本校の熊木らの実験によ
り、インジカンは昆虫類の捕食を忌避させる効果がある可能性が示唆さ
れた。よって本研究では食害ストレス、物理的ストレスを受けた葉におけ
るインジカンの定量分析を行うことでインジカンの役割について検討した。

対照群 ストレス群

５ｈ後

ストレス群葉柄側

同時に採取

Ⅱ. 物理的ストレスによる葉内のインジカン量の変動

 ② 実験材料と方法

④ 考察

● インジカンは系統を超えて複数の植物種においても生合成が可能で

ある

 → 収斂進化の例であると推測される。

● 植物体の細胞が破壊されることでインジカンからインジゴに変換される

→ 昆虫類などの咀嚼により、植物体内のインジカンはインジゴに変換される

　   と考えられる

● Ⅰ,Ⅱの実験結果より

→ 食害や物理的ストレスを受けたことでインジカンの生成量が増えたの

　   ではないかと考えられる

健康な葉

インジカンの定量分析方法（牛田・川崎2001）

Ⅰ. 食害ストレスを受けた葉のインジカンの定量

ストレス群先端側対照群葉柄側

食害を受けている葉

インジカンの定量分析を行った

 ③ 実験結果

対照群先端側

分光光度計で濃度測定

Ⅱ. 物理的ストレスによる葉内のインジカン含有量の変動

　Ⅰ. 食害ストレスを受けた葉におけるインジカン含有量　　
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インジルビン抽出 インジルビン溶液作製インジルビン析出 インジルビン溶液作製

細胞破壊

酵素・酸化

インジカン インジゴ

アイカズラ(ガガイモ科) ハマタイセイ(アブラナ科)

リュウキュウアイ(キツネノマゴ科)


